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１．組織の概要

　□ 組織の概要

（１） 事業者名及び代表者名

　株式会社　木本建設

　代表取締役　木本 裕之

（２） 所在地

本社： 徳島県阿南市椿町宝野99-2

倉庫： （倉庫は本社と同一敷地内に所在）

（３） 環境管理責任者及び担当者連絡先

責任者： TEL　(0884)33-0200

担当者： TEL　(0884)33-0200

（４） 事業内容

　土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、舗装工事業、

　しゅんせつ工事業、水道施設工事業

（５） 事業の規模

45 百万円

329,680 千円 （2021年度）

11 名

4,800 m2

565 m2

２．認証登録対象範囲及びレポート対象期間、発行日

（１） 対象範囲：全組織全活動を対象とする。

（２） レポート対象期間： 2021年6月～2022年5月

レポート発行日　： 2022年9月1日

　事務所床面積

木本 貴大

蟻馬 幸治

　資本金

　完工高

　従業員

　敷地面積
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・ 環境経営に関する統括責任

・

・ 環境管理責任者を任命

・ 環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・ 環境経営目標の設定を承認

・ 代表者による全体の評価と見直しを実施

・ 環境経営システムを構築し、実施し、管理

・ 「環境関連法規制表及び遵守チェック表」を承認し遵守評価を実施

・ 環境経営計画書を承認

・ 環境活動の取組結果を代表者へ報告

・ 「環境関連法規制表及び遵守チェック表」を承認

・ 環境管理責任者の補佐

・ 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・ 「環境関連法規制表及び遵守チェック表」の作成、遵守評価

・ 環境経営目標・環境経営計画書原案の作成

・ 環境経営目標とその実績の評価

・ 環境経営計画の実績集計、評価・指示

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・ 自部門における環境経営システムの実施

・ 自部門における環境経営方針の周知

・ 自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・ 自部門に関連する環境経営目標及び環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・ 特定された項目の手順書作成及び運用管理

・

・ 自部門の問題点の発見、是正、予防処置

・ 環境経営方針を理解と環境への取組の重要性を自覚

・ 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

　全従業員

　社長

環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間、技能、技術

者を用意

　環境管理責任者

　環境事務局

　部門長

自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録

担当者 役割・責任・権限

蟻馬 幸治

総務部門長 工務部門長

木本 美奈 小島 直紀

事務所・倉庫管理 現　場

従業員 従業員 従業員 従業員

環境事務局

３．環境経営システム組織図

代表取締役

木本 裕之

環境管理責任者

木本 貴大
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４．環境経営方針

１．

２．

３．

①

②

③

④

⑤

⑥

４．

制定日

改定日 2018年 6月 1日

代表取締役　木本 裕之

 グリーン購入の推進

 環境に配慮した商品・サービスの提供並びに施工

この環境経営方針は全従業員に周知し、環境負荷低減活動意識の形成・向上に努める。

また、社外へも環境経営レポート等で公開する。

　上記の方針達成のため、目標を設定し、定期的に見直しを行い環境経営システムを推進す

る。

2009年 8月21日

株式会社　　木本建設

 事務所周辺の清掃等による環境保全・社会貢献活動の推進

環境経営方針

基本理念

株式会社木本建設は、地球環境負荷低減に努め、持続的経済社会の発展に付与する。

方　針

　当社の事業活動において、社員一丸となって以下の方針に基づき地球環境保全活動を自主的、積

極的に環境への負荷の削減と取組の推進を行う。

当社の事業活動に関連する環境影響を認識し、環境負荷の継続的削減を図る。

当社の事業活動に関連する環境関連法規、条例及びその他、当社の同意する要求事項を遵守

する。

当社の事業活動に関連する環境影響のうち、次の項目を重点テーマとして取り組む。

 二酸化炭素排出量の削減を推進

 水資源使用量の削減を推進

 廃棄物の低減及びリサイクルの推進
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５．環境経営目標

□中長期目標

事務所 単位

2019年度

実績

基準値

2020年度

目標

3%削減

2021年度

目標

4%削減

2022年度

目標

5%削減

2023年度

目標

6%削減

2024年度

目標

7%削減

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 3,783 3,669 3,631 3,594 3,556 3,518

電力使用量 kWh 6,238 6,051 5,988 5,926 5,864 5,801

一般廃棄物排出量 ｔ 0.31 0.30 0.30 0.29 0.29 0.29

水使用量 m3 203 197 195 193 191 189

清掃活動 回／年 3 3 3 3 3 3

グリーン購入 品目／年 5 5 5 5 5 5

建設現場 単位

2019年度

実績

基準値

2020年度

目標

3%削減

2021年度

目標

4%削減

2022年度

目標

5%削減

2023年度

目標

6%削減

2024年度

目標

7%削減

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 72,963 70,774 70,044 69,315 68,585 67,856

ガソリン使用量 L 9,638 9,349 9,252 9,156 9,060 8,963

軽油使用量 L 19,276 18,698 18,505 18,312 18,119 17,927

産業廃棄物排出量 ｔ 505.02 489.87 484.82 479.77 474.72 469.67

環境配慮施工 各工事 ― 各工事各工種着手前の作業手順、施工計画の周知

※ 電力の排出係数には、四国電力の調整後排出係数である、0.528㎏-CO2/kWhを使用した。

□環境経営目標とその実績（2021年6月～2022年5月） 評価日：

事務所 単位 達成率 評価

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 95% ○

電力使用量 kWh 94% △

一般廃棄物排出量 ｔ 145% ○

水使用量 m3 1499% ○

清掃活動 回／年 100% ○

グリーン購入 品目／年 100% ○

建設現場 単位 達成率 評価

二酸化炭素排出量 ㎏-CO2 92% △

ガソリン使用量 L 97% ○

軽油使用量 L 89% ×

産業廃棄物排出量 ｔ 486% ○

環境配慮施工 各工事 100 ○

484.82 100

各工事各工種着手前の作業

手順、施工計画の周知
各工事実施

○：95%~　　△：94%～90%　　×：～89%

70,044 75,792

9,252 9,508

18,505 20,827

3 3

5 5

目標 実績

5,988 6,346

0.30 0.21

195 13

3,631 3,841

2022年8月31日

目標 実績
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　□ 2021年度 環境経営計画書 (2021年6月～2022年5月）

8 11 2 5

エアコン及び日中の電力使用を

控えて節電する
△ △ ○ ○

事務所内での内業が増えたが、

取り組みは意識を持って実施で

きた。

事

クールビズ、ウォームビズの推

進
○ ○ ○ ○ 意識を持って行動をしている。

燃料使用量の削減 無駄なアイドリングをやめる 総務 ○ ○ ○ ○
HV、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ機能により

実施できている。

上水使用量の削減 こまめに蛇口をしめる 総務 ◎ ◎ ◎ ◎ 無駄な使用はない。

務

一般廃棄物の削減 リサイクルの徹底 ○ ○ ○ ○

コピー前の確認をし、使用済み

及びミスコピーの裏紙使用を

行っている。

廃棄物の分別回収 ◎ ◎ ◎ ◎ 継続してできている。

所

ボランティア清掃に積極的に参

加する
○ ○ ○ ○

アドプト活動の実施 ◎ ◎ ◎ ◎

グリーン購入 グリーン購入法適合品の購入 総務 ○ ◎ ◎ ◎
主として事務用品をネット注文

時に選択購入している。

無駄なアイドリングをやめる ○ ○ ○ ○

低燃費型の重機や車両を使用す

ることにより燃料削減に取り組

んでいる。無駄な作業もないよ

うに心掛けた。

不要な荷物は積まない ○ ○ ○ ○

不要な荷物はもちろんのこと、

過積載のないよう各ダンプに積

載ラインを設置した。

産業廃棄物の削減 分別処理の徹底に努める 工務 ◎ ◎ ◎ ◎

工事の施工より発生する産業廃

棄物は設計に則り適正処分を

行っている。残材は分別処理し

ている。

環境に配慮した製

品・サービスの提供

並びに施工

各工事各工種着手前の作業手

順、施工計画の周知
工務 ◎ ◎ ◎ ◎

作業効率向上と働き方改革への

取り組みとして、杭ナビを導入

し人員減少の現場にも配慮し

た。

各工事着手前にはミーティング

等により工事内容と段取りの周

知を行った。

評価　◎：十分できている　〇：ほぼできている　△：まだ不十分である　×：できていない

６．環境経営計画の取組結果とその評価

燃料使用量の削減 工務

建

設

現

場

評　　価

電力使用量の削減 総務

総務

環境美化 総務
年間計画により清掃活動を行っ

ている。

重点ﾃｰﾏ 具体的項目 担当
達成状況
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　□ 2022年度 環境経営計画書 (2022年6月～2023年5月）

エアコン及び日中の電力使用を控えて節電する

事
クールビズ、ウォームビズの推進

燃料使用量の削減 無駄なアイドリングをやめる 総務

上水使用量の削減 こまめに蛇口をしめる 総務

務
一般廃棄物の削減 リサイクルの徹底

廃棄物の分別回収

所
ボランティア清掃に積極的に参加する

アドプト活動の実施

グリーン購入 グリーン購入法適合品の購入 総務

無駄なアイドリングをやめる

不要な荷物は積まない

産業廃棄物の削減 分別処理の徹底に努める 工務

環境に配慮した製品・サービ

スの提供並びに施工
各工事各工種着手前の作業手順、施工計画の周知 工務

電力使用量の削減 総務

総務

環境美化 総務

７．次年度の環境経営計画

重点ﾃｰﾏ 具体的項目 担当

建

設

現

場

燃料使用量の削減 工務
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８．

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次のとおりである。

９． 代表者による全体評価と見直しの結果

　環境関連法規制等の遵守状況の定期評価の結果、今年度は環境法規制等の逸脱はありませんでし

た。また、訴訟等もありません。

項　目 見直しの有無

　今回、環境経営目標値の基準値を2019年度に見直し運用を行った。

総量目標評価では、事務所の電力、現場の軽油使用量増加によるCO2排出量が未達成となっ

ている。但し、売上高の原単位で評価すると、全ての項目で目標達成となる。今後は評価す

る際に原単位評価項目も記載して現状に即した運用を行っていく必要があると思われる。

　最大負荷の現場では、杭ナビを導入し作業効率向上と働き方改革に繋がる取り組みを行っ

た。今後も積極的に実施していくことが中長期経営に必要であると思われる。

　全ての項目での取組は適正に行われていること、教育訓練、コミュニケーションも適正で

あることから、エコアクション21は有効に機能していると評価できる。

【総　括】　

環境経営目標・計画 無（継続）

実施体制 無（継続）

無（継続）環境経営方針

騒音発生施設の設置届

阿南市環境基本条例

徳島県生活環境保全条例 〇

〇

〇

分別解体し再資源化

良好な環境の確保

環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　並びに違反、訴訟等の有無

適用される法規制

騒音規制法

廃棄物処理法

建設工事に係る資材の再資源化

等に関する法律

遵守チェック

〇

〇

適用される施設等

建設資材

空気圧縮機
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